






































本書は酉蓮社の創建以来の歴史につい まとめられたもので、本尊酉蓮社了誉聖冏上人の聖冏忌に合わせて出版いたしさて、 酉蓮社の寺史を語るとき、 そ 依るべきは「三縁山志」にある数頁の記載でしかなく、 非常にもどかしさを感じたものです。會谷博士は本書の執筆にあたり、骨身を惜しまず様々な関連資料を収集され、酉蓮社に残された資料や増上寺蔵の古地図と古文
書、また経箱や経巻の間に紛れ込んでいた文書までもつぶさに読み解き、緻密な考察・考証により江戸創建から現代に至るまでの事細かな由緒・歴史を明らか さ ました。まさ 絵巻物 ひも くようにその折々の酉蓮社 姿 浮かび上がります。このような本書を執筆い だきました會谷博士に衷心よりお礼を申し上 ます。






































































































































































































































































































































































開祖は貫蓮社練誉雅山。寛延三年（一七五〇）五月雅山月行事席のとき、新谷巽の角に学徒策励のため明本の一切経を納め報恩蔵を建立し、 当山開山酉誉聖聡の師、 酉蓮社了誉上人の影像を本尊 して安置。酉蓮社と称し開山した。明和九年 （一七七二）十一月堂舍完備。このとき、 典 大僧正を開基とし、 浄行念仏道場とした。このとき、 香衣別院に定められる。またこのとき、『酉蓮社報恩蔵如法道場規約』が定められる。近年に目黒区に移転した。
増上寺は、もと真言宗の寺院であったが、明徳四年（一三九三） 浄土宗に改宗して増上寺と改名した。慶長 年（一五九八） 、
第十二世源誉存応の代に徳川家康の支援を得て現在地に大伽藍を完成し、徳川家の菩提所となった。浄土宗関東十八檀林の筆頭として、常時三千人の僧侶が修学する一方、総録所として一宗を統制した。
増上寺の大蔵経といえば、徳川家康によって寄進された高麗版（高麗再彫本 ・宋版（思渓版蔵経） ・元版（普寧寺版蔵経）の三




















経典の出入 ・ 分函の調整を経て、南蔵六百三十六函、北蔵六百三十七函 落ち着いていたため 正続合わせて南蔵が六百七十七函、北蔵が六百七十八函の構成で頒布された
注一〇
。続蔵完成後に印造された永楽南蔵・永楽北蔵は、それぞれ続蔵と合わせて万暦南蔵・万








明版大蔵経は、装訂 ・ 字詰 ・ 千字文の違いによってその版種を見分けることができる。南蔵 ・ 北蔵の装訂は折帖であったのに対し、
3　　はじめに
嘉興蔵は閲読の便を考えて方冊本（冊子体）を採用した。字詰は大蔵経によって相違があり、南蔵は一折六行十七字、北蔵は一折五行十七字であり、嘉興蔵は半葉十行二十字が基本である。千 文 、大蔵経の整理番号として代々利用されてきた。大蔵経は版によって経典の並び順 ・ 収録の有無や、 経典の巻数等に違いがあるため 各 典に割り当てられる千字文 版によって異なる。よって経典の装訂・字詰・千字文から、比較的容易にそ 版種 見分けることができるのである。酉蓮社所蔵の明版大蔵経は、十行二十字の方冊本であり、一見して とわかる。現存する多くの嘉興蔵と同様、酉蓮社蔵本も康煕年間（一六六二～ 七二二）の刊記を持つ経典を多数含ん お 清代に印刷されたものである。
雅山が招請した大蔵経が嘉興蔵であったことは、増上寺の修学僧をはじめとする僧侶達にとって非常に有益であった。なぜなら
嘉興蔵は、寛文延宝間 黄檗宗万福寺宝蔵院で開版された黄檗版大蔵経（以下称「黄檗蔵」 ）の底本に用いられ、その後、黄檗蔵が江戸時代から明治時代にかけて全国各地の寺 に広まり、宗派を越えた共通テキストとなっ ため、増上寺の僧侶達は酉蓮社収蔵の嘉興蔵を当時 共通テキストとして用いることが きたからである。
そればかりでなく、大正から昭和の初めにかけて編纂刊行された『大正新脩大蔵経』 （以下称「 『大正蔵』 」 ）では、増上寺の三大





以上述べたように、酉蓮社は歴史的価値を有する大蔵経を所 する寺院である。それ もかかわらず これまで研究者の注目を













































































良源院・林松院からなる。そのうち戒臈上座十三名を坊中月行事といい、坊中の指南役を勤め、月ごとに順次月番として方丈役所に勤仕した。また三十院中二名を寺家役者に選出し、方丈役所で坊中一切の支配等を行い、所化役者ととも 一宗の諸役に当たった。御霊屋別当八院は安立 ・恵眼院・最勝院・真乗院・瑞蓮院・通元院・仏心院・宝松院からなり 御霊屋の管理・法要・供養を司り、諸侯の宿坊も兼ね 。御霊屋別当三蓮社は岳蓮社・鑑蓮社・松蓮社からなり、その勤仕は 八院に準じた。別 十院は安 ・一経院・恵照律院・心光院・清光寺・清林院・福聚院・宝珠院・妙定院・酉蓮社からなり、表独礼寺院並みの取り扱いを受け、香衣別 とも呼ばれた。
一方、所化方は山内の三谷と称される地域に百数十軒に及ぶ












ちの僧） ・所化方（修学中の僧）に大別される。方丈方の主たる増上寺住職は方丈 ・ 貫主とも呼ばれ、檀林寺院の総裁にし 、増上寺の寺家方・所化方の統領であり、本院である方丈方には方丈役所が設置され、寺家・所化 両役者・両月番が常勤し、一宗一山の諸務支配を行った。
寺家方は山内の塔頭たる坊中三十坊・御霊屋別当八院・御霊
屋別当三蓮社・別院十院等から構成されていた。坊 三十坊は安養院・威徳院・雲晴 ・花岳院・観智院・華養院・月界院・月窓院・源興院・源寿院・源宝 ・源流院 光学院 広度院・昌泉院・常行 常照 浄運 瑞華 瑞善 清光池徳院・貞松 天光 天陽 徳水 隆崇 ・良雄
6谷の谷頭の中からそれぞれ一名を選び、三谷の谷頭の代表として諸 頭惣代を置いた。
増上寺山内には常時三千人の修学僧がおり、これを所化衆と
呼んだ。所化衆 階級座次は、初入寺の十四番輪席から一番輪席に至り、その上は縁輪席（六十六僧） ・扇間席（三十四僧） ・一文字席（五十僧）と進み、一文字席五十僧のうち上座十二人を月行事 と ぶ。月行事に欠員が出ると 月行事十一名・所化役者二名
注二で入札のうえ一文字席三十八僧の中から月行事を選







「酉蓮社」条（以下称「 『三縁山志』 「酉蓮社」条」 ）に詳しい。その内容は、大きく分けて、所在地・本尊（酉蓮社了誉聖冏略伝を含む） ・沿革・八景・開基・別院願主・世系からなる。以下にその全文を挙げる。なお底本には東洋文庫所蔵の岩崎文庫本 『三縁山志』 （文政二年序刊本） を用いた。本文中 「 【
　
】 」 は、









上人略伝〈 『別伝』 ・ 『本朝高僧伝』 ・ 『東国高僧伝』 ・ 『浄土本朝高僧伝』 ・ 『浄土列祖伝』 ・ 『浄家惣系譜』 ・ 『新選往生伝』等を抄出す〉常陸国の産にして大守佐竹左馬頭義篤の一族なり。同国久慈郡岩瀬の城主白吉志摩 義満の長男なり〈 『常福寺記『宗慶寺記』同之〉 。
7　　前篇　江戸時代の酉蓮社　報恩蔵の建立と嘉興蔵の収蔵を中心に
『伝通院記』に義光とあるは、満の訓を書誤れるかもと。佐竹は新羅義光の裔なり。末流誰か義光の名を付べき。『東国高僧 』 ・ 『鎮流祖伝』に義光の裔とあるを見あやまりて伝ふるならん歟。 『新撰伝』には義元とあり。是又光の字の写誤歟。又『法幢院牌銘』に白石志摩守宗義とあり。今常福寺宗慶寺の 記』によりて記す。○師誕生の地へ、永正八未年八月廿日、一寺をひらき、御城山光明寺と名く〈開祖真誉〉 。元禄十三辰年十月、府君源義公より光明を改め誕生寺と名つけ、除地若干 寄附せらる。
暦応四巳年生。貞和元酉年、 父義満、 同国大椽小田と戦ひ、終に三月九日討死せしかは、釆邑は敵の為に奪れ、館城は他の領となりし。時五歳なれ めのと是をかくし、同国瓜連に至り、常福寺開山了実上人の許に送り出家せしむ。其相、常人に異なり、頂骨高く聳、額に纎月を隠し、眼光、人を射る。 見るもの驚歎せすといふ事なし。 智弁、 泉の如く才操、電に似たり。顕密の学は伝教弘法に恥ず、禅教 旨は慈覚栄西に等し 又孔老詩歌に通明し、文筆画工 研練なれば、一切の世間法義の二ツに於て 其淵府を知るものなし。 故に文殊の称を高くし、 一宗 宏基を勃興せり。 師 〈了実〉の命によりて瓜連常福寺の二世たりしかと 佐竹氏の
乱によりて負笈遁れて同国同郡の川嶋に至り、高仙寺を開く。又不軽山にかくるる事数年、然れとも小田大椽水戸長沼岩城那須等の戦ひ、相馬白川結城の軍勢、或南朝方と称し、或は北京方とな 、互に戦ひ止時なく、かれを討、是を払ひ 親に負き、踈に与し 父子君臣権威につ り、自勢を争ふ時節なりしかは、身を山水の間に全ふし 心を風雲の岐に交へ、著述惟多し。 『頌義』三十巻・ 『同見聞』八巻・ 『糅抄』四十八巻・ 『十八通』二巻・ 『名目図』一・ 『同見聞』二巻等、 都て二百 及へり。又一宗の伝法を定め、応永の式目を立、 末徒の永式を定む 其後武蔵国にうつり、小石川に隠棲す。今 宗慶寺是也。又伝通院〈無量山寿経寺と名つく〉を建。つゐに応永廿七年九月廿七日寂す。
【沿革】




































縁山志』 「酉蓮社」条が使われることが多かった。しかし『三縁山志』は文政二年に増上寺の修学僧摂門の手を経 編纂物であり、第一次資料とはいえず、摂門が採用しなかったり、見落とした 当時見るこ のできなかった資料が少 くなと推測される。実際、今回調査を進めていく中で、増上寺に伝わる日鑑や文書類の中から、 『三縁山志』では知ることのできなかった酉蓮社もしくは報恩蔵に関する記録を数多 見出すとができた。
そもそも増上寺は、江戸時代において、将軍家の菩提寺、関
東浄土宗寺院の本寺、関東十八檀林の筆頭、浄土宗僧侶養成の中心道場である一方、幕府の寺 奉行と密接な関係を持ち、浄土宗の諸国触頭の総録所を勤める等、多方面に活躍していた。その関係で増上寺にはかつて膨大な史料が伝わっていたが、数度の火災や、関東大震災 ・ 東京大空襲を経て、その多くを失い、経蔵と宝蔵庫に保管され、かろうじ 戦災を免れた史料が伝わるのみである
注四。現在増上寺にどのような日鑑や文書類が伝わっ





でも質量ともに豊富でかつ重要なものが、増上寺の本坊内で記録された『役所日鑑』 ・ 『月番日鑑』 ・ 『帳場日鑑』である。『役所日鑑』は、浄土宗において江戸の触頭を勤めた増上寺の役者衆である所化 者・寺家役者が担当した。触頭は幕府の寺社奉行と密接な関係を持ち、 社奉行 ら下達される命令を配下の寺院に伝達し、かつ配下の寺院から寺社奉行に提出する各種書類を申達する機関であった。そのため『役所日鑑』には浄土宗の総録所として全国の浄土宗寺院を管轄する内容の記録が多い
注六。安永三年から慶応四年までの日鑑二百十二冊が増上寺
に伝わるが、うち安永六年をはじめ計二十二年分 欠き、伝存する年のものも数ヶ月分を欠くものが少なくない。宇高良哲氏により次の部分が翻刻されている。

























１元禄十二年正月～十三年十二月、２宝永三年十一月～正徳二年十二月、３ 徳五年四月～享保五年十二月、４享保六年正月～ 年 月
注一〇、 ４（続）享保十一年正月～十二月、

































































頻出し、酉蓮社創建当時の記録も見出すことができる。 『岩槻市史』近世史料編２「浄国寺日鑑（下） 」の解説では、こ 五冊の日鑑がどの部門で記録されたも か述べていないので まずこの点について考えてみたい。
第四冊は、文中に方丈（増上寺住職）の行動や来客に関する
記事、 「白木書院」 ・ 「寮坊主内役」 ・ 「帳場」といった方丈に関する語が頻出し、かつ享保十八年十二月十八日条に「委曲は役所帳場日鑑之通」とあることから、 『月番日鑑』と見ら る。増上寺の『月番日鑑』は坊中月行事の手になるものがほとんどであり、 化月行事の記録としては「年中行事之覚」と題する四冊の日鑑が伝わるのみである
注一九
。本冊には所化寮への指示や所
化寮から 諸願に関す 記録が多いことから、所化月行事による『月番日鑑』のように思われる。もしそうであれば非 貴重な資料といえよう。
第五～八冊は文中に「当谷」 （五・寛保四年正月元旦） ・ 「月







酉蓮社の所在地について、 『三縁山志』 「酉蓮社」 条の題下に 「新
谷たつみの角」とあり、文中に「此地もと三軒谷とて学寮三軒あり。 」とある。『三縁山志』巻第十一「九谷」条の「文政二卯年四月南四谷寮主列名」図（図版【１】 ）によると、大門（表門）より三門に通じる三門通 の南側に並行して四本の通りが走り、それぞれの通りに「袋谷 ・ 「南中谷」 ・ 「天神谷」 ・ 「新谷」と記されいる。新谷は、その一番南側の通りの両側 建ち並ぶ学寮街のことであり、延宝年間に開かれた。新谷よりさらに南側に随善院と並ん 酉蓮社の名が見え、その敷地の巽 方角、つまり南東の角に「報恩蔵」 名も見える。酉蓮社 位置は、増上寺の山内全体から見ても、南東 角地に当たる。「三軒谷」の名は、酉蓮社が建つ前に、学寮が三軒あったこ
12
とに因んで付けられたものである。 『三縁山志』 「篇目」の巻第十二「境内地理」に「旧趾」として「知恩院御門跡御殿趾、方丈旧趾、護念堂、廻廊、山下谷、三軒谷、飯倉宮、六反畑、三蓮社、瑞蓮院、恵照院、真乗院、通元院、心光院、福聚院、一経院、清林院、在心室、称名院。 」と見えるが、巻第十一「境内地理」の該当箇所に 三軒谷」に関する記述はない。増上寺の『帳場日鑑』の享保十三年十月二十六日条に「三軒谷沢全寮ヨリ出火、隣聖瑞寮類焼、其外無別条。 とあり、 『月番日鑑』の同日条に「四ツ半時分、 三軒谷沢全寮ヨリ出火、 聖瑞寮類焼。 」とあり、三軒谷で発生した火災の記録が残っている
注二〇
。また『月
番日鑑』 享保十七年閏五月二十九日条に「山内新谷裏三軒町堀狭候間、 大雨ノ節、 土手通尤山内水除ニ堀広メ候作事入目…。 」とあり、新谷裏の三軒町の堀の拡張工事にかかる普請経費の記録が の裏に三軒町（谷）があったことを確認できる
注二一。この「堀」は酉蓮社の南側を東西に流れる赤羽川（現在の
古川）を指す 考えられる。『三縁山志』 「九谷」条の「南四谷寮主列名」図で確認できる酉蓮社の敷地は、新谷学寮の存広寮・静山寮・実隆寮を合わせたのと同程度であり その地がもと学寮三軒を有した 三軒谷」であったことを傍証する。 新谷は延宝年 に開かれた であり、その南側は、 『三縁山志』巻第一「増上寺図」の延宝元年に描
かれた境内図に基づく第三図（図版【２】 ）と、貞享三年に描かれた境内図に基づく第四図（ 版【３】 ）では もに空き地であり、 「三軒谷」の名は確認できない。よって三軒谷は三年以降に開 町であったと推測される













録がない。 『三縁山志』 「酉蓮社」条に見える「貫蓮社練誉 人天阿大愚雅山大和尚」のうち、 「貫蓮社」 蓮社号、 「練誉」は
13　　前篇　江戸時代の酉蓮社　報恩蔵の建立と嘉興蔵の収蔵を中心に




とある。 「再伝」は、一文字席の勤めの一つである。大島泰信『浄土宗史』 （ 『浄土宗全書』巻二十所収）に「月行事を除ける一文字席三十八僧は又指南席と称す。是れ論講とて法問論議の際、法則の捌方を大衆に講釈し、また毎年十一月五重伝 並びに宗戒相承の節方丈伝授の旨を新授者に復述再伝するが故なり。 」とあるように、一文字席のうち月行事を除く三十八僧を指南席と称し、毎年十一月に五重伝法・宗戒相承の際、方丈伝授の主旨を新来初学の所化 復述再伝した。享保 八年十一月廿四日条の記事は、瑞潭
注二四・潭龍・雅山の三名に再伝の祝儀とし
て金百疋ずつを奥書院で与えたことを記録したも であり、こ
れによって当時雅山が一文字席に在席していたことがわかる。『浄国寺日鑑』下冊「増上寺等日鑑」には、雅山が一文字席の勤めの一つである講釈や法問の捌を行った記録が数回見える注二五。すなわち 「増上寺等日鑑六」 の延享三年七月廿六日条に 「四
ツ時雅山和尚指要鈔開講、相次て四ツ半時随天和尚五経章開講也」 、十一月十日条に「第二則聞経称仏出者 霊妙 、相次て円秦・雅山唀有之」 、 増上寺等日鑑七」 寛延元年七月廿日条に「雅山和尚大経読講四ツ時」 、九月廿八日条に「雅山和尚第二則維摩不思議竪者捌参聴、二番快全、三番実元和尚捌」とある。
雅山の月行事席就任については、増上寺所蔵の『 （月番）日




経記』は『靖国紀念大日本続蔵経』 （以下「卍続蔵」 ）第壹輯第三十二套・支那撰述・大小乗釈経部、及び『浄土宗全書』第五巻に収録され、その底本は 谷大学や東北大学（狩野文庫）に収蔵される享保二十年江戸山城屋茂左衛門刊本と同版と推測される。以下 大谷大学蔵本により、序の全文を挙げる
注二六
。
刻釈観無量寿経記序夫楽国之業者、衆聖所讃、群賢所宗、以故文殊弥勒願生、天親竜樹誓往、賢聖尚然、况顓蒙乎。当劉宋之際、畺良耶舎三蔵再訳斯経、而后諸家彬彬然駕説矣 惟我終南大師、儼然楷成古今、為一家学固母論。其它金口而木舌者、孰与智者禅師哉。其説曰、此経心観為宗、実相為体。四明曰、託境観仏、仏相乃彰、全心是仏 全仏是心 終日観心、終日観仏。是言也善則善矣。雖然如弃適時之巧 我弗取也間者人或称即心念仏、何用它仏為
繄
為之難言之得無訒乎。










門白蘋雅山撰」について見てみたい。「龍集」は、酉蓮社の嘉興蔵を納める経箱にも箱書きされているが、 この「龍」は「歳星（木星） 」を指し、 「集」は「次（やど）る」の意であり、 「歳次乙卯」 ・ 「歳在乙卯」等というのと同じく、 十干十二支で表す歳次のことである。 「武陽 は武蔵国、


























名していたらしく、同様の事例と ては但馬国豊岡（兵庫県豊岡市） の来迎寺が挙げられる 謙蓮社遜誉誡誠の伝記である 『専念仏定和尚行業記』巻上（ 『浄土宗全書』巻十八所収）に次のようにある。












寛延三午年二月十六日、出府の奉書を賜はり、三月朔日、当山に貫職として大僧正に任ぜらる。四月朔日、住務叙任の謝として登営あり。是より一宗の興廃をこころとして学業をはげまさしめ、報恩蔵を新建の絵図入蔵し、了誉上人の像を安置せられ、参詣 しかば山徒みな是に准拜参堂す。其後新谷 空地へ報恩蔵を寄附せらる〈慈明沙弥三蔵修補あり〉 。
とあり、寛延三年四月一日以降の門誉覚瑩の事跡として、浄土宗の興隆のため学業の奨励に心を砕き、報恩蔵を建立し、後に新谷の空き地に寄付したと記録されている。そもそも増上寺の山内機構 制度上、一所化僧である雅山の独断で山内の敷地に
17　　前篇　江戸時代の酉蓮社　報恩蔵の建立と嘉興蔵の収蔵を中心に
経蔵を建立することは不可能であろう。報恩蔵の建立に当たっては、まず雅山が請願書を方丈役所に提出し、大僧正の承認を得てから 大僧正の名のも 報恩蔵が建立されたはずである。雅山が酉蓮社の開基 ・ 開山ではなく、 願主として 『三縁山志』 「酉蓮社」条に記され 門誉覚瑩の伝に覚瑩が報恩蔵を建立 て新谷の空き地に寄付したと記される はそのためである。
また、 この伝によれば、 慈明なる沙弥僧（十戒を護持する僧、















一徳利が、雅山から方丈内役（ 『帳場日鑑』 記録者 に振る舞われ、二十三日には方丈内役から祝儀として銀五匁が雅山送られた。これらの記録により、報恩蔵の上棟が寛延三年五月
二十一日であったことがわかる。
現存する増上寺の『帳場日鑑』は、寛延三年八月十九日の記
事を最後に、寛延四年正月元旦の記事へと飛ぶが、寛延三年九月以降の酉蓮社に関する記録は、 『浄国寺日鑑』下冊「増上寺等日鑑八」と増上寺所蔵の『 （月番）日鑑』第九巻（寛延二年～三年・未翻刻）によって補うことができる。まず『浄国寺日鑑』下冊「増上寺等日鑑八」の 三 九 十六日条に、
雅山和尚江暮合参ル、霊学・貞鏡・実元和尚会ス、酉蓮社之額出来ス。










待請報恩蔵内左右列座、大僧正御入り四誓偈・念仏一会畢て閲蔵亭江御入り仲間中拝十念、次ニ施主家男女拝十念、大僧正雅山和尚寮江も御入、右畢て本堂江仲間中江参り候如例。報恩蔵江 衆ゟ金五百疋備之候所、三十坊中ゟ三百疋備之候付、大衆方余り軽少ニ候とて霊妙和尚料簡ニ 銀 枚ニ改被備之 僧正御備物白銀一枚也。仲間中銀一両ツゝ備之、昨日月番迄持せ遣候。












入れ、報恩蔵に備えることとしたと記録され いる。翌二十七日条に「今日報恩蔵就供養金三百疋相備候。為知如此御座候以上。右即刻回文出ス。 」とあるように、予定通り報恩蔵の供養のため金三百疋が備え 、その旨直ち 回文を出した。そ翌日には、










門誉覚瑩が、 （１） 「席入」 （縁輪席に入ること）を引き延ばす不届き者が多いので吟味すること、 ２）報恩蔵に書籍を奉納すること、 （３）報恩蔵の経本を境外不出とする理由と、毎月二十六日の夕方、信者は報恩蔵に参詣して「略頌」を読誦するように教示すべきこと、以上の三点 ついて命を した。この
うち酉蓮社と関連のあるのは（２）と（３）である。（２）の報恩蔵への書籍の奉納は、一見すると嘉興蔵の奉納に関する記録のように思えるが、後述するように、おそらく了誉上人像の奉納に伴い、聖冏ゆかりの書籍を報恩蔵 納める予定であることを述べたものであろう。 （３）は報恩蔵の経本管理と参拝に関するきまりを述べたものである。境外不出については、明和九年十一月に定められた『酉蓮社報恩蔵如法道場規約』第三条（後述）に明記されているが こ 門誉覚瑩の命に由来するものであったことがわか 。 「略頌読誦」とは、了誉聖冏の著作『浄土二蔵二教略頌』を読誦することを指す 考えてよかろう。酉蓮社の本尊について、 『三縁山志』 「酉蓮社」条に「御当山
開祖酉誉上人の師酉蓮社了誉上人を本尊とす。 」 、 「古来よりありし了誉上人の影像を安置し、酉蓮社 名く。 」 あり、酉蓮社了誉上人の 「影像」 （絵画や彫刻に表し 神仏や人 像） であったと伝えられている。
了誉上人（一三四一～一四二〇）は、法諱を聖冏といい、酉
蓮社と号した。当時の浄土宗は「寓宗」 ・ 「附庸宗」等と呼ばれ、独立した宗と て他宗に認められていなかったが、聖冏は他宗の学匠に学び、新 い浄土宗学の樹立・体系化に尽力し、浄土宗の地位を向上させた。浄土 （鎮西派）第七祖
注三二。 『三縁山志』
20
「酉蓮社」条は、 『別伝』 ・ 『本朝高僧伝』 ・ 『東国高僧伝』 ・ 『浄土本朝高僧伝』 ・ 『浄土列祖伝』 ・ 『浄家惣系譜』 ・ 『新選往生伝』等の諸資料にもとづいて了誉聖冏の略伝を記す。以下にその概要を記しておく。
了誉聖冏、常陸国（茨城）の大守佐竹義篤の一族、久慈





















































一色村の西方寺（愛知県津島市）霊徹のもとで出家し、正徳元年より十三年間、増上寺で修行 のち捨世主義をとっ 官寺に住せず、 諸国を巡化し、 念仏を勧め、 浄土律の興隆に努めた晩年京都に移 、北野の転法輪 （宝暦六年創建）で没 た。その伝記の一つ『関通和尚行業記』巻中に次のようにある
注四二
。
師一日門人に告ていはく、 「それ一大蔵経は、みなこれ如来真身の舎利、出世無上の珍宝なり。大聖すでに去り給ふといへとも、白法 世に住し、西刹、路を通することは、偏にこれによれり。祖師、黒谷の蔵に入てこれを閲覧し、専修の門をひらき給ふ 苟も護法に志あらんもの、またなんぞ忽緖にせん。予願はこれを安置供養して、深重 仏恩を報し奉ん」とて、すなはち浄貲 捨て、一大蔵経をこ









































十月十六日条に「周益寮ニて関通師江逢申候。 」とあり 関通は報恩蔵建立後まもなく増上寺を訪れている。 「周益寮」は常蓮社諦誉周益の持寮と見られる。周益については、 『三縁山志』巻八「法系伝由」によれば、 南中谷の南側、 西から三軒目にあった無為窟の寮主として名が見え 後に学頭に昇り、さらに明和三年四月に小金東漸寺第三十一世 なり、同七年五月に遷化している。
関通が来訪した目的は記されていないが、寛延三年五月に報


















同月に雅山が作成した 『檀謝仰渡覚』 では末尾に 「学頭
　
雅山」
と署名し、 「猶龍」印（墨印）を捺している（図版【５】 ） 。よって宝暦二年正月以前に学頭に就任していたことがわかる。また増上寺の『帳場日鑑』の宝暦二年十月三日条にも「学頭雅山和尚」の語を確認できる
注五〇
。
『三縁山志』 「南四谷学寮列名」図（図版【１】 ）を見ると、袋谷に学頭寮が描かれている。そもそも が袋谷の役寮 住するよう なった は、妙誉定月大僧正 代に学頭となった円海が当地に学寮を建立し、宝暦十年にその後を継いだ恵亮が学頭となった際 円海の学 に移り、さら 明和元年八月にの次に学頭となった教運も同学寮に移っ 以降のことであり、円海より前は学頭となってもそのまま自寮に住していた
注五一
。雅山
が学頭となった当時は、まだ 頭寮はなく 雅山も自寮 住していたはずである。
学寮はその時々の寮主の名で呼ばれるのが通例であるが、そ




巻第三十第十九丁裏・第百二十四函第六冊『舍利弗阿毘曇論』巻第二十二第三 一 の二箇所に「猶龍屈」印が捺されており（図版【６】 ） 、これも雅山の印という とになる。なお鵜飼徹定輯録『縁山詩叢前編』二巻（京都大学附属図書館所蔵谷村文庫、嘉永三年刊本）の見返しに「猶龍窟蔵」 あり、猶龍窟が江戸末期まで存続していたことを確認できる。
学頭は香衣檀林能化に欠員が生じた時の第一候補者である。










て、その願主として重要な役割を果たした。 『三縁山志』 「酉蓮社」条では「貫蓮社練誉上人天阿大愚雅山大和尚」の下に「大巌寺一代」とある。雅山は大巌寺第二十六世であるから、これは「後に大巌寺住職に転じた。酉蓮社 一代。 」の意であろう。しかし増上 の山内機構では、一旦寺持ちとなれば寺家方となり、 所化方の昇進コースからはずれ、 のまま所化方のトップである学頭に就くことはない。雅山は酉蓮社の創建後 もなく学頭に昇り、さらに香衣檀林の大巌寺住職に転じており、所化方の出世コースを順調 歩んでいる。よって雅山はあくまで酉蓮社の願主であって その住職とはならなか たと考えられる。 「大巌寺一代」 とあるのは摂門 勘違いであろう。 それでは、酉蓮社創建当時、その住職 なった は誰であったのであろうか。
酉蓮社住職の選任基準については、 『増上寺史料集』第四巻





























であり、 第七世天秀の日付の方が第八世顕理よりも後年であり、日付が世系の順になっていない。このことから、世系に記される日付が住職就任日を指すものでない とがわ る。
第三世恵哲の下に「享保六ノ六月十三日」とあり、第四世潮




















































































































































































の表紙の糸綴じ部分に「恵／城」印が捺されていることから、本『請取帳』の作成者でもあることがわかる。①②は「恵城」と署名され、③から⑰は「練城」と署名され、①から⑧は「恵城」印が捺 ⑨ 」字をかたどった意匠の印が捺されている。練城が署名する③から⑧にも引き続き「恵城」印が ことから、恵城と練城は同一人物であり 宝暦十一年に練 に改名したと見られる。また②には 「新谷恵城」とあることから、恵城は新谷に住していたことがわか 。表紙に「蔵主恵城」とあるが、 「蔵主」は報恩蔵の蔵主の意であろうから、堂舎建立以前、 城は正式には酉蓮社住職 なっておらず、了誉聖冏像と嘉興蔵を奉納する報恩蔵の管理者を自認していたと考え れる。
本資料のうち①から⑰は、報恩蔵の祠堂金によって生じた利





金の利潤四十六両 歩 翌年分の管理運営費として所化月行事の月番から受領していた（①～④） 。宝暦十三年から利潤が年利一割に変更となったため、十二月に宝暦十三年分の利潤三十三両を宝暦十四年（明和元年）分の管理運営費として受領した（⑤） 。しかし十三両二歩も減額されたため が足らず、請願して修復 から を受領した（⑥） 。明和元年・二年の両 も前年と同じく、年利一割として三十三両を管理運営費として受領し、例外的措置として、不足 を修復料の利潤から六両受領した（⑦⑧） 。
祠堂金のうち管理費が年利一割であった時に請取額が三 三
両であった であるから、 元金は 百三十両ということになる。宝暦九年から十二年の間は、利潤が年四十六両二歩であったのであるから、年一割四分 利潤であったことがわかる
明和三年三月、報恩蔵の修復が必要となったため、四月四










利潤を報恩蔵の修復に充て、四百両の利潤を酉蓮社の管理運営費に充てるよう定められている。ここに管理運営費の元金が四百両と明記されていること、かつ先述のように明和三年から管理運営 の が四十両に変わっている とから、にその元金が三百三十両から四百両に増額された 考えてよかろう。
明和九年は十一月十五日に安永元年 改元された。 『報恩蔵
祠堂金利潤請取帳』の覚え書き⑰によ ば、安永元年十二月二十七日、酉蓮社練城は月番より三十両を受領した。報恩蔵の祠堂金は全五百両あり、年利一割で毎年五十両の利潤を得た。この利潤は毎年方丈役所から へ渡され、そ うち四十両は管理運営費として即刻酉蓮社に渡され、残り 積み立てて、修復等が必要な時に申請して受領していた。ところが酉蓮社が別院に改格となったため、それまで積み立てられた修復料の利潤三十 が全額酉蓮社に渡されたのである。先述のよう
33　　前篇　江戸時代の酉蓮社　報恩蔵の建立と嘉興蔵の収蔵を中心に
に、明和八年八月時点での残額は二十両であり、これに明和八年分の利潤十両が加わり、三十両となったの ある。 『酉蓮社報恩蔵如法道場規約』第五条に明和九年から酉蓮社の祠堂金の管理が方丈役所で行われることになったとあるのは、酉蓮社が別院に改格され、 化方から寺家方の管轄下に移ったことを示している。練城が正式に酉蓮社初代住職と のもこ 時考えてよかろう。なお明和九年分の修復料の利潤は、 『酉蓮社報恩蔵如法道場規約』施行後に発生したものであるため、方丈役所から渡されたはずである。
練城の代には、酉蓮社開山（開基）が典誉智瑛に決定されて

































由は、 『三縁山志』 「酉蓮社」条に「其後明和九辰年迄に堂舍建立全備す。其時典誉大僧正開基と称せられ、浄業修行の香衣別院と定めらる 」と簡略に説明されているように、酉蓮社 堂舎が典誉智瑛の代になってようやく完成したか である。この間の経緯を詳しく述べたのが、規約第一条である。以下 現代語訳を挙げる。
酉蓮社の件は、先年（寛延三年）願主練誉雅山和尚の草創であって、近年、新谷の学寮の並びに決まったので、こほど願主志願の通り 今の大僧正を開山とした。大僧正の意向により別修浄業 道場に改格されたので、新谷の並びの空き地 学寮一棟を建立し 谷役等を勤めるこ 。酉蓮社は別院と定められたのだから、学寮 諸事に関与することなく、 格で取り計らうので、なお一層常法として執り行うこと。
ここでいう願主雅山の「志願」とは、本条から推察するに、


































祐応については、 『三縁山志』 では 「酉蓮社」 条の他に、 巻八 「法
系伝由」の「碧雲室」条の増上寺第三十六世明蓮社顕誉祐天の法系中、祐天寺第二世祐全の弟子の一人として、その名が見え
36















『三縁山志』 「酉蓮社」 条によれば、 酉蓮社の世系は、 練城 ・ 祐応 ・運理・了覚と次第し、練山の名は見えない。法諱の似ている練城は、天明三年七月十八日に遷化し から、天明五年三月に酉蓮社住職を退任した練山と同一人物ではありえない。よって祐応の後、 の前に、練山が酉蓮社住職となって たと考えられる。あるいは、恵城が練城と改名したように、祐応が練山と改名した可能性もある。酉蓮社の歴史において運理が行った重大な仕事は、酉蓮社の











院の御礼や念頭の御礼をする際、特別の待遇を与えられ いた寺院を「格寺」といい、その ち将軍に単独で拝礼するものを「独礼」 、合同で拝礼するものを「惣礼」といった
注六三
。当時の増上
寺の山内寺院では、御霊屋別当寺院（安立院 ・ 恵眼院 ・ 最勝院 ・真乗院・瑞蓮院・通元院・仏心院・宝松院の八 、岳蓮社・鑑蓮社・松蓮社の三蓮社）にのみ独礼が認められていた。
この願書に対し、八月二十日条に、


















































新谷在源、酉蓮社持明地、譲請度願書差出候ニ付、月番在心ヘ掛合候処 谷頭并谷老僧等ヘ聞合候処、差支無之趣ニ付、奥書仕候段申立、尤右地面ハ前来御触等も有之ニ付、尚又為念一応承 段 法月被申述候ニ付、罷帰相糺、明日委細可申立旨ニ候事。
とあり、五日条に、
新谷在源、相願候地面之儀、月番在心罷出、昨日御問合ニ付、猶亦谷中相糺候処、何れも差支無之旨ニ有之段相届候ニ付、 在源呼出、 為見分役向罷越 段相達、 八時役 了契行者満周 佐藤新左衛門、火之番罷越、及見分候処、差支無之趣、役所申達候事。
とあり、方丈内役は各所に問題がないか問い合わせ、念入りに確認している。そして、六日条に、
新谷在源参上、地面譲請之儀 於役所願之通被仰 候学円申渡候事。
とあるように、在源への空き地譲渡の件が正式に認められた。譲渡に当たって、 これほど念入りに確認作業を行った背景には、四月四日条に「尤右地面ハ前来御触等も有之ニ付、尚又為念一応承合候段。 」 とあるように、 酉蓮社の空き地には 「前来御触等」

























様式であり、中国の伝統的な画題「瀟湘八景」の影響を受け、中世から近世にかけて盛んに作られるようになった。一景は場所を表す前二字と、景物を表す後二字の四字から り、これを詩題として漢詩や和歌が作られ、八景を描いた絵図 書き添えられるこ もあった
注七二




















































（現在の古川）と桜川に囲まれた増上寺山内の南東の角にあり、敷地の広さも北隣の慧俊寮（旧存広寮） ・徹定寮（旧静山寮） ・玄霊寮（旧実隆寮）を合わせたの 同程度 敷地内 西側には「○酉蓮社」と記されており、南東の角には「報
思ママ
蔵」









く機会を得 『三縁山絵図』に近似した書名を持つ『三縁山旧図』という彩色地図（一軸）をご用意いただいたが、彩色に用いられた朱系の顔料によって癒着が生じて め開くことができず、閲覧を断念した。増上寺はこの他 も江戸時代に描かれた山内絵図数点 所蔵 ており、そのうち元治元年『一山総構赤羽川端通 』 （一枚、彩色地 図版【８】 ） 、作成年代未詳の『縁山 図』 （一軸、 、図版【９】 ）において酉蓮社に関する記載を確認することができた。『一山総構赤羽川端通絵図』は、赤羽川沿岸における生け垣の植え直しと土手の修復のため作成された絵図面 あり 赤羽川沿いに林立する山内寺院・所化寮の外周の間数 各敷 の南端から赤羽川までの間数が記さ ている。酉蓮社の外周は、北辺が十三間・二十間五尺の計三十三間五尺、東辺が十六間二
尺・六間の計二十二間二尺、西辺が二間二尺・二十間三尺の計二十二間五尺、南辺が十三間三尺・八間一尺・十五間二尺の計三十六間六尺であり、北西の角には門があり、東に二間二尺、南に五間、山下谷方面から伸びる往来道が境内地に食い込んでいる。また境内地の南端から赤羽川までの間数は西側で二間、東端で三間と記されている。外周は生け垣の植え直しのため、赤羽川ま の 数は土手の修復のため計測されたものである。『縁山山内図』は、本堂・方丈・山内寺院・稲荷をはじめとする建物や山林・川・池等を描いた絵図面である。南東の角地には酉蓮社の名こそ見えないが、 「報恩蔵」と記された建物正面図と、その西隣に「閲蔵亭」と記され 建物 俯瞰図が描かれている。閲蔵亭は経蔵に奉納された三大蔵経を閲覧するために建築されたものであり、本来経 のそばにあるはずのもであるから、もしかすると閲蔵亭ではなく、酉蓮社の堂舎かもれしれない。以上、増上寺の日鑑等の資料を使って、江戸時代における酉


















































































蔵司職とは、蔵司役ともいい、三大蔵経をはじめとする蔵書の整理保管・閲覧管理を った。一文字席十一人目以下の僧で、願札を出した者の中から選出され、方丈詮議のうえ任命され、蔵司寮に勤仕した。 『三縁山志』 「経蔵」条によれば、文政二年当時の蔵司は静山であり、 「南四谷寮主列名」図を見ると 酉蓮社の北隣にある三軒 学寮のうち真ん中の学寮に 静山」とあるから、これが蔵司寮と見られる。
二四
　
瑞潭は、幡随院第二十世の相蓮社実誉 こと 後に光明山天徳 和合院（東京都港区虎ノ門）に移った（ 『檀林下谷幡随院志』 「暦世浄徳」を参照） 。天徳寺は、浄土宗江戸四ヶ寺の一つであり、五代将軍綱吉の時に賜紫官寺となった。
二五
　














法明院蔵の承保四年写本・天海蔵蔵の治承三年写本について 『第二十回大蔵会展観目録』 （ 三四 九 二十二日～二十四日、 （会場）叡山文庫・叡山専修院・三井寺円満院）十五頁・七 頁、及び藤堂恭俊「わが国に遺存する唐・宋代浄土教典籍を中心とした日中交渉の資料八種」 （ 『鷹陵史学』第五号、一九七九年九月）を参照。
二八
　































金百疋は金一歩（分）にあたる。 「白銀幾枚」は儀礼用 褒美用に用いられた呼称であり、白銀一枚は銀四十三匁にあたる。よって所化方が当初 意した金五百疋は 五分にあたり、これが霊妙和尚によって銀三枚つまり銀百二十九匁に改められた。寺家方三十坊が備えた金 百疋は金三分、門誉覚瑩が備えた銀一枚は銀四十三匁、所化月行事各人が備え 銀一両 銀四匁三分にあたる。
三一
　「木村包」 は、 増上寺の 『月番日鑑』 延享三年十二月二十六日条の 「歳末之御祝儀」







了誉聖冏の伝記には、 『了誉上人行業記』 （ 『浄土宗全書』第十七巻所収） 、 『聖冏禅師伝』 （冏祖五百年遠忌準備局、一九一九年五月）等がある。
三三
　
五重相伝とは、浄土宗の奥義 伝する行事であり、五重の次第 立てて相承し、 通の血脈を伝授する。五重とは機・法・解・証・信 大綱で 初重『往生記』 ・二重『末代念仏授手印』 ・三重『領解末代念仏授手印鈔』 ・四重『決答授手印疑問鈔』 書伝と、第五重『往生論註』の十念の口伝 よ 相伝する秘儀であった。 『岩波仏教辞典』 （岩波書店、一九八九年十二月）二七二頁による。
三四
　
摂門『瓜連常福寺志』 （ 浄土宗全書』第二十巻所収） 「諸末起因」による。
三五
　














　『七巻書籍』は、聖冏記『往生記投機鈔』一巻、同『授手印伝心鈔』一巻、 『領解授手印徹心鈔』一巻、 『決答疑問銘心鈔』二巻と、 良忠述『決答授手印疑問鈔』二巻の計七巻からなる。
四〇
































































































二六九頁を参照。なお同『増上寺日鑑』第四巻（前掲） 「増上寺日鑑十九」 （ 『役所日鑑』 ）の天明八年九月廿九日条にもこのときの道順が記録され 廿 日条には明和六年十月の寺社奉行衆による山内見分 際の道順が参考 して挙げられ、や り報恩蔵の名が見える。
六八
　






本会『略伝集』 （ 『浄土宗全書』第十八巻所収） 「法洲和尚略伝 ほぼ同内容の一段があるが、 「十月十一日」を「 月十一 」に誤る。
七一
　























































































































間・奥行一間の北向き 向拝を備え、五間四方の塗家造りとなっている。塗家とは防火のために外壁を土や漆喰等で厚く塗り込んで造った家屋のことであ 冏師堂と庫裡の間、及び冏師堂と敷地北側の生け垣 間には、それぞれ三間と十間の板塀がめぐらされている。板塀の向 う側は北東の角に土蔵があるのを除いて空き地となっており、小規模ながら火除け地の役割を担っていたようである。
前篇の「摂門の見た酉蓮社」で摂門『檀林巡路記』の記述を























治五年二月に銀座大火が発生 以後は、袋谷 ・ 中谷 ・ 天神谷 ・北谷が海軍省の属舎等として接収され
注一〇
、酉蓮社も甚大な影響を











































の増上寺進出により三島 を追われ、酉蓮社の庫裡に移り住んでいたものと考えられる。 そ 証拠に国立国会図書館所蔵 『増
上寺絵図』では、北谷は海軍省属舍（朱点で示す） 、新谷の酉蓮社のある部分は「徳存寮」となっている（図版【
14】 ） 。 『増
上寺絵図』は旧幕府引継書の一つであるが、明治二年一月作成の『諸宗作事図帳』以後の増上寺山内の状況を描いたものであり、 その作成時期は『什物帳』とほぼ同時期と考えてよかろう。本図によれば、徳存寮は「千七坪五合六勺」とあり、そのちょうど北側真ん中部分に長方形の寺地が描かれている。これ 当時の酉蓮社の境内地であろう。『浄土宗寺院明細簿』
本資料は、明治十年から翌年四月にかけて増上寺が東京府に








































































































瓦葺きの宝形造で十二坪二合五勺あった。ま 阿弥陀仏 木像一躯、円光大師・了誉聖冏の木像各一躯（厨子入）等を有していたが、 本尊は了誉聖冏像ではなく、 阿弥陀仏像となっていなお嘉興蔵は記載されていない。
本堂（報恩蔵）の建坪は、 『諸宗作事図帳』 ・ 『什物帳』の五
































































































院専門学院要覧』 があり、 これによれば、 明治三十五年七月当時、権大僧都となり、浄土宗高等学院（小石川区表町）の幹事に就いていた
注三二
。子に日本画家の不染鉄（一八九一～一九七六。本名

























から、本請願 に 添付書類が 点あったことが知られるが、「受寄附許可指令」の写しは伝わらず、 「地図」のみが添付されている（図版【





か否かは、 次に挙げる 『寺籍一覧表』 によって知ることが き『寺籍一覧表』
本資料は、浄土宗務所が作成・頒布したものであり、所定の
様式で印刷された用紙一枚に各寺院が記入す 形になっている。その記入項目は教区、寺格等級、寺号、本尊、末寺数・所轄寺数、檀徒、信徒、境内地坪数、建物総坪数 本堂、庫裡、書院、仏堂 由緒 納金 納穀、田地 畑地 宅地 鐘楼堂、経蔵、門 倉庫 門番所、茶所、納屋 水屋、雑種建物、山林
雑種地、 貸家、 貸地、 祠堂金、 保存金、 異動からなる
注三九
。また『寺








































































『浄土宗寺院明細簿』では阿弥陀像が本尊となっていたが、ここでは阿弥陀像は記されず、再び了誉聖冏像が本尊となっている。また了誉聖冏 が座像であったことや、その寸法が事細かに記されており、今は無き了誉聖冏像の姿を彷彿とさせる貴重な資料である。これによれば、了誉聖冏像は、作者不明の座像で、高さ百五十一 ・ 五センチ、幅百六 ・ 一センチの厨子に安置され、像の高 は四十五 ・ 四五センチあり、台座は高さ八十一 ・ 八二センチであった第三類什具の筆頭に「一大蔵経（少々欠本アリ）
　
全部百箱」


















































































































勺」とあるから、こ 二十年の間に 建てに建て替えられたものと考えられる。酉蓮社蔵の経箱混入資料 『御庫裡建増し及模様替調書』 （大工後藤忠造 大正五年十二月二十九日、 写本、一綴） ・ 『建増し及模様替工事見積書（含作事図） 』 （大工後藤忠造、写本、一綴） いう二つの文書があり、 頃、通元院の増築計画があった。酉蓮社は当時通元院の管理下にあったから、これと相前後して改築されたのかもしれない。『寺院檀徒信徒及不動産届』
本資料は、大正十一年三月三十一日に作成し、六月十五日付
けで通元院住職蓮池徳音が芝区長に提出した檀信徒・不動産届の控え あり、これに酉蓮社分も書き加えられている。本資料中、通元院は信徒四人・境内地（官有地）二百四十三坪、酉蓮社は信徒九人 ・ 境内地（官有地）五百五十六坪七合七勺とある。末尾に「酉社分ハ「右酉蓮社寺務管理 池徳音」ト記入」との注記がある。 蓮社の境内地五百五十六坪七合七勺は、明治三十一年の 『敷地使用換願』 の学寮敷地四百二十五坪七合七勺 ・酉蓮社境内地百三十一坪の合計と一致する。『名義変更届』
本資料は、 大正十二年十二月に酉蓮社住職佐藤良智 （一九〇三

















兼務した。その後、 樋口便孝の死亡により、 大正十年九月五日、蓮池徳音に通元院住職 野 広信に酉蓮社住職任命の辞令が下り、翌年六月十三日、それぞれ芝区長 『住職交代届』を提出した
注五〇
。同日、酉蓮社住職野口広信は、都合により通元院住職蓮























































































そもそも『大正蔵』の編纂作業は、 当初、 東京帝国大学教授 ・
文学博士の高楠順次郎の自邸 （東京市小石川区関口台町五番地）に開設された大正一切経編集所で行われ、震災後も高楠邸の一室に仮事務所を置き、大正十三年四月に第一回配本を行った。昭和五年 大正一切経刊行会を合資会社に改組して事業を継続し、 七 蔵出版株式会社 設立し、昭和九年十一月に全百巻を完成した
注五九
。
『大正蔵』 所収経典には、 その題下に 「 〈原〉 増上寺報恩蔵本」 ・
「 〈原〉増上寺報恩蔵明本」 ・ 「 〈原〉明幾年刊増上寺報恩蔵本」 ・「 〈原〉清幾年刊増上寺報恩蔵本」等の注記が付されているもの
64




百三十点の経典中、小乗経阿含部から一点、宋元入蔵諸大小乗経から一点、宋元入蔵諸大小乗経之余 小乗律から二点、此土著述から九十四点 明続入 諸集から二十四点、北蔵欠南蔵函号附から六点、それと嘉興蔵首函から一点
注六一となって
いる。漢訳経典はごくわずかであり 此土著述が最 多く、大明続入蔵諸集がこれに次ぐこと ら、酉蓮社蔵 は『大正蔵』に中国人の編著を取り入れるために採用さ たと考えられる。
先述のとおり『大正蔵』の編纂作業は、当初高楠順次郎の自

























撮影した写真はこれまで見つかっていないから、もし本当 報恩蔵の写真であ とす ば非常に重要な資料である。こ 写真を詳しく見てみると、手前に小型の帙入り本を多数載せた小型の台があり、その後ろの台に羅漢像を祀り、羅漢像の右脇に鐘を置き、羅漢像の後ろの大型の台に輪蔵の創案者と言わ る傅
65　　中篇　明治大正期の酉蓮社
大士（四九七～五六九）とその二子普建・普成の像を祀り、傅大士の右側の子像の前に約二十冊 経本を積み重ね、傅大士像の後ろには折り戸を開いた状態の輪蔵が見える。しかしもしこれが報恩蔵であるならば、本尊の了誉聖冏像か、もしくは阿弥陀像・法然上人像が祀られているはずである。そればかりでなく輪蔵内の経箱に 「宋本」 二字を確認できる。以上の点から、この写真は報恩蔵ではなく、三大蔵経を納めた経蔵を撮影したものであったと見て間違い い。おそ く『大正蔵』を編纂した学者達にと て 、増上寺の閲蔵亭で「宋元明麗四 」 校勘し ことが強く印象に残っていて、三大蔵経と酉蓮社蔵の明本（嘉興蔵） 間に収蔵場所・管理者・歴史的役割の違いがあることを知る なく、つい 三大蔵経を納める経蔵が報恩蔵で と勘違いするに至ったのであろう。
ところで「法宝留影序」に見えるように、増上寺には宋元麗
の三大蔵経の他に明本があって、 『大正蔵』の編纂に用いられたと従来考えられてきた。ところが近年の研究によっ 、 『正蔵』中に見える麗本と宋元明本との校記は、実は『日本校訂大蔵経』 、所謂『縮刷蔵経』の校記をそ まま踏襲し も が多いとか、明本 は称しているも の、実は黄檗蔵が用いられているといった指摘がなされ 。『縮刷蔵経』は、明治十四年から十八年にかけて弘教書院か
ら刊行された。その底本・校本について『大日本校訂大蔵経目録』 「大日本校訂大蔵経凡例」では「麗蔵六千四百六十七巻〈増上寺蔵本〉 、宋蔵五千七百十四巻〈同上〉 、元蔵五千三百九十七巻 〈同上〉 、 明蔵六千七百七 一 〈黄檗山刻本〉 」 と説明する。 「黄檗山刻本」は黄檗蔵のことであるが、黄檗蔵が明版大蔵経の一つ嘉興蔵を覆刻したものであった め、 「明蔵 と呼んだのである。あえてその所蔵先を記さなかったのは 江戸時代から明治にかけて大量に印造され、比較的容易に手に取ることができたからである。
以上に述べた『縮刷蔵経』の特徴から考えて、 『大正蔵』の














『行法軌則』一巻（写本（元禄四年浄厳跋） 、一冊 表紙「十四／ 住 十八／　
行法軌則」 ）
　　　









『合掌叉手本儀編』 一巻 （日本諦忍述、 延享三年村上勘兵衛等刊本 一冊、 表紙 「調　
／七十七 」 ）
　　　
『校訂重刊浄土十勝論』 十四巻首一巻 『輔助義』 四巻 （日本澄円撰 刊本 十九冊　
































































































































































































































































































































酉蓮社蔵の経箱混入資料 『住職交代届（控） 』 （通元院住職蓮池徳音他三名）による。
五一
　











酉蓮社蔵の経箱混入資料、 『住職交代届（控） 』 （通元院住職野口祐真他二名）による。
五五
　
酉蓮社蔵の経箱混入資料、 『信徒総代印鑑届』 ・ 『信徒総代改選届』 （いずれも通元院住職野口祐真他三名）による。
五六
　
この時提出された 『住職交代届 （控） 』 は伝わらないが、 酉蓮社蔵の経箱混入資料、『住職交代届』 （通元院住職野口祐真他二名）の末尾の注記に「酉社交代届仝時提出、仝一書式ニ付、控省略。 」とあるのによる。
五七
　










百三十二点のリストについては、拙著『酉蓮社（旧三縁山増上 山内寺院報恩蔵）収蔵嘉興版大蔵経目録』 （酉蓮社、 〇一二年三月）附録「大正新脩大蔵経採録経典」を参照。
六一





























































































































寺院又ハ教会ヲ設立セントスルトキハ、設立者ニ於テ寺院規則又ハ教会規則 具シ、 第二項第五号ノ教会ヲ除クノ外、予メ管長 団統理者ノ承認ヲ経、法人タラントスル教会ニ在リテハ、其ノ旨ヲ明ニシ、地方長官ノ認可ヲ受クルコトヲ要ス。














て官有地となっていたため、増上寺及び山内寺院では戦前から境内地の無償譲与を関東財務局に申請していた。 「申請項目書」の「 」欄に「譲与申請中」 ・ 「国有地」とあるのはそのためである。「境内建物及所有者」欄は、境内建物の種類名称を「経堂」 、用途を 経蔵」 、坪数を「十五坪八合三勺」と記す。明治三十三年当時の経蔵（ 『寺籍一覧表』 ）よりも建坪が三坪五合八勺増えており、建て替えが行われていたことがわかる。「境内建物ノ構造」は、経堂の構造を「鉄筋コンクリート造り瓦葺平家建」 、 「方桁」造（方形造・宝形造） 、軒高十七尺五寸と記す。報恩蔵の建て替えに際し、関東大震災を経て普及し出した鉄筋コンクリート造を採用することにした であろう
注六。



































は本堂及び庫裡の再建計画であり、東京都港区芝公園十四号地の二百五十七坪二合六勺の敷地に、総工費八十一万円を投じて、建坪二十七坪の木造瓦葺平家建一棟を建築するというものであった。昭和 年当時に比べ、敷地にして四倍、建坪にして一 ・ 七倍 規模である。
本資料には「酉蓮社境内図」 （縮尺六百分の一）と「平面図」
（縮尺百分の一）が添付されている（図版【
28】 ） 。 「酉蓮社境内
図」を見ると、東に見える通元院との位置関係から かつての酉蓮社の庫裡があった辺りに本堂を配しているようであり、さらに旧瑞善院の敷地から清光寺との境界にかけて古川沿い 横長の土地を新たに境内 に組み込んでいる。 「平面図」 によれば、三十二畳（二十四尺四方）の本堂と八畳（十 尺四方）の書院からなり、本堂の南側に内陣と須弥檀、書院の西側に台所・土間・押入を設けている。
酉蓮社は昭和十七年に『宗教団体法』に従って寺院設立の認
可申請をしていたが、第二次大戦後、昭和二十年十月四日の連合国軍最高司令官総司令部（ＧＨＱ）の命令により 二月二十八日に『宗教団体法』が廃止され、認可制 届出制に変更する等して『宗教法人令』が施行され、さらに昭和二十六 四月三日に『宗教法人法』 （法律第百二十六号）が公布・施行された。増上寺の山内寺院が昭和二十七 ・ 八年 続々と宗教





によって社寺領の多くが国有化し、政府はこれら国有境内地を社寺 無償で使用させていた。大正十年、 『国有財産法』が制定され、寺院仏堂用地は雑種財産と て寺院が祭事法要に最低限必要な部分として従来通り使用する間は 国が無償貸与したものとみなすと暫定的に規定された。
昭和十四年、 『宗教団体法』が制定された際、 「寺院等ニ無償
ニテ貸付シアル国有財産ノ処分ニ関スル法律」 （昭和十四 法律第七十八号）が制定され、寺院仏堂の国有境内地の譲与処分が開始された。 こうして社寺境内地の第一次処分が始まったが太平洋戦争の激化により中断を余儀なくされた。
昭和二十一年、日本国憲法が制定されると、政教分離 主旨











は、縮尺三百分の一の「 」 ・六百分の一 「位置図」 ・ 「求積表」 ・ 「凡例」 ・ 「案内図」からなる。こ うち は東は片門通 西は五号地、南は古川、北は酉蓮社の門前を通る道路を境界とし その内側の土地を、四七番・通元院、四八番
ノ一大蔵省 （二百十六坪四合、 家屋六棟） 、 四八番ノ二大蔵省 （八坪五合 勺） 、五〇番大蔵省（六十二坪九勺、家屋三棟） 、五一番酉蓮社、二番東京都、五二番ノ一大蔵省（五十五坪四勺） 、五二 ノ二大蔵省 （二十七坪五合一勺） 五二番ノ三大蔵省 （十六坪二合九勺）に区分けしている。「位置図」のうち五一番酉蓮社と、その西側の五二番ノ一・二 ・ 三大蔵省所有地は、昭和二十七年一月の『酉蓮社復興計画書』 「酉蓮社境内図」 （図版【
28】 ）において酉蓮社の境内地と
して計画されていた場所である。 一番酉蓮社の敷地面積が、昭和二十七年十二月に増上寺に一括譲与された酉蓮社の境内地百七坪五合八勺と同じであると考えた場合、 『酉蓮社復興計画書』立案時の計画面積はこれ 五二番ノ ・ 二 ・ 三大蔵省所有地九十八坪八合四勺を足した二百六坪四合二勺となり 酉蓮社が譲与申請していた三百九 五坪五合四勺と全く一致しない。これに対し、五一番酉蓮社と、その東側の 八番ノ一 ・ 二 五〇大蔵省の敷地を合計すると 四 八 なるから、酉蓮社が譲与申請していたのは、この東側四筆分の敷地であったと考えられる
注一五
。つまり昭和二十七年一月の『酉蓮社復興計画




昭和二十九年の「位置図」では四八番ノ一大蔵省の敷地内に相当する。しかし「位置図」を見る 、この場所には家屋六棟が建設されており、なおかつ「求積表」では四八番ノ一の申請者を「岩楯」とする。酉蓮社蔵の経箱混入資料の中には芝公園十五号岩楯『□座帳（昭和十九年一月吉日） 』 ・岩楯鷹蔵『日記（昭和廿一年参月参日） 』が伝わり、岩楯氏は戦中戦後にこの土地に転入し、倉庫の賃貸料を取るなどして生計を立てていた人物と見られる。酉蓮社蔵の経箱混入資料の中に岩楯氏の書類が紛れ込んでいるのは 経箱が岩楯氏の敷地内に置かれていた時期があったからであ と考えられる。
酉蓮社は、先述のように、戦後本堂・庫裡の再建計画を立て
























の場所にあることを確認できる。また『家屋所有権保存 記申請書』に添付された「宗教法人浄土宗「酉蓮社」境内建物平面図」 （図版 【





わけではない。酉蓮社は、寛延三年の創建以来、増上寺の東南の角地に境内地を所有し、明治以降は東京府東京市芝区（後に東京都港区）芝公園十四号十七番の地番を使っていた。そのため宗教法人の申請もこの地番で行った。昭和 十二年七月に一連の土地問題が決着した とで、増上寺 大蔵省から無償譲与された末寺境内地を各寺院に分与するため 浄土宗宗務総長に対して申請を行った
注一八
。酉蓮社に対しては、昭和三十二年十一月






酉蓮社では、通称の地番である十七番が、大蔵省によりいつの間にか五十一番に変更されていたことを知り 昭和三十三年六月一日の責任役員会で新地番への変更と、それに伴う「寺院規則」第二条 変更を決議し、 九月十六日に『宗教法人「酉蓮社」規則一部変更理由書』 提出 て承認されたのである。
二度目の変更は、首都高速道路の建設によるものである。昭




































































大正期には『大正蔵』への採録という栄誉に浴したものの、その後は通元院の管理の と人 に触れることなく時を過ご 、昭和三十八年には酉蓮社 目黒区移転によって創建以来の管理者と離ればなれとなった。しかし昭和四十九年に増上寺新大殿
完成を記念して開催された展示会、 「増上寺と徳川展」 ・ 「記念切手展」に同時出品され、酉蓮社の収蔵品として再び日の目を見ることとなった
注二三
。この時の酉蓮社住職は、前田成慧である。













「記念切手展」は、大本山増上寺・関東郵趣連盟の主催により増上寺会館講堂で行われた。酉蓮社には、この展示会で使用された木製のキャプションと、大殿落慶記念切手展 記念色紙が保存されている。色紙には右に「 切手展」 、中央に「本尊阿弥陀如来」 、 左に「為前田成慧殿」と墨書され 「三
79　　後篇　昭和期以降の酉蓮社









品目録』では一巻とあり、切手展のキャプションでは三巻とあるから、同時期に開催された二つの大殿落慶記念 に計四巻を出品していたことになる。ただし こ とき展示されたのが、どの経典であっ かはわからない。
昭和五十一年三月三日、前田成慧住職の遷化により、龍原寺




































































この時の無償譲与について記し 『 （無償贈与）証明書』に 「宗教法人「酉蓮社」 本堂庫裡平面図」 （図版 【









要と法然上人開宗八百年記念慶讃法要の記念催事として、 「増上寺と徳川展」 （大本山増上寺・大本山増上寺奉賛会主催）と「 切手展」 （大本山 ・関東郵趣連盟主催）の開催が告知されている。
二四
　















【７】文政 2 年・天保 13 年の南四谷・酉蓮社





【10】明治 2 年 1 月『諸宗作事図帳』の酉蓮社作事図
89　　図　版

































































【15】明治 10 年 12 月『浄土宗寺院明細簿』の酉蓮社境内図






























【33】昭和 38 年 6 月『宗教法人酉蓮社総代同
意書』「酉蓮社境内地見取図」
【32】昭和 38 年 2 月『承認書』
「宗教法人酉蓮社見取図」
【34】昭和 38 年 6 月『（無償譲与）証明書』
「宗教法人「酉蓮社」本堂庫裡平面図」











二回目は、二〇〇八年二～三月 ・ 六～九月、二〇〇九年三～四月に調査した成田山新勝寺の一切経堂 収蔵される黄檗蔵である。
冊数にして、全千九百二十九冊に及んだ。そのうち千八百七十冊は、享保年間（一七一六～一七三六）の一切経堂建立時に納経されたと推測される。その調査結果は、 『成田山新勝寺一切経堂収蔵黄檗版大蔵経目録』 （大本山成田山新勝寺、二〇一〇年一月）にまとめ 。
三回目は、二〇〇九年十二月に調査した台湾の中央研究院歴史語言研究所傅斯年図書館所蔵の黄檗蔵である。全二千百一冊、及








巻も入蔵されなかった。 『昭和法宝総目録』 本の巻末にはこれら五部の経典が 「北蔵欠南蔵函号附」 として附録されている。 しかし 『昭和法宝総目録』本が底本としたのが本当に北蔵の目録であったのであれば、勅命によって削除 た経典のリスト わざわざ目録に載せるとは考えがたい。
そこで、 『昭和法宝総目録』本は、北蔵の目録がベースになってはいるものの、北蔵本体と一具のものとして開版された目録を
底本としたものではなく、嘉興蔵に入蔵された『大明三蔵聖教 』か、もしくは、これを日本 覆刻した黄檗蔵の目録を底本として、その書名に「北蔵」を加え ものである、とかねてより推測していた。こ とを証明 ため着目したのが、 『昭和法宝総目録』本の底本である「増上寺報恩蔵本」 った。
報恩蔵について増上寺出版課に問い合わせたところ 増上寺の旧山内寺院である酉蓮社のことで ないかとの回答をいただいた。
そこで酉蓮社に明版大蔵経が伝わっていないか確認するため 酉蓮社住職青木照憲師に書面で現在の状況を問い合わせたところ、親戚筋に当たる三田龍原寺に長らく預け たが、いまは酉蓮社に戻っていると御教示いただいた上、こころよく経本の調査をお許しいただいた。





























































年	 代 月	 日 住職 備考










？ ？ 藤井慈道 酉蓮社住職。就任・退任年不明。
























1983 昭和58 7. 酉蓮社兼務住職退任。
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